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第９次水質総量削減に係る総量削減計画及び総量規制基準 

（最終案）について 

 

 令和３年３月１５日付けで三重県環境審議会に三重県知事から諮問され、本部会で

調査検討を行ってきた「第９次水質総量削減に係る総量削減計画及び総量規制基準」 

について、次のとおり最終案のとりまとめを行いました。 

 

 

１ 総量削減計画 

  令和元年度を目標年度とした第８次水質総量削減においては、化学的酸素要求量

（COD）、窒素含有量及びりん含有量の削減目標量を達成することができたものの、

近年では、伊勢湾内の漁獲量の減少に伴い、さらに海域の豊かさの重要性が指摘さ

れるようになっています。そのため、今後は良好な水環境の保全と豊かな生物生産

性・生物多様性が両立した、「きれいで豊かな海」の再生を目指す取組が必要と考え

られます。 

令和６年度を目標年度とする第９次水質総量削減の実施にあたっては、これらの

状況を踏まえ、従来の汚濁負荷量の「総量規制」から、海域の状況に応じた総合的

な「水環境管理」への考え方の転換という新たな方向性を導入し、別添のとおり、

『総量削減計画（第９次）【最終案】』を取りまとめました。 

 

２ 総量規制基準 

  総量規制基準が適用される指定地域内事業場に係る負荷量に関しては、新たな負

荷削減は行わないこととします。なお、近年の伊勢湾における栄養塩類の減少に対

して、下水処理場の栄養塩類管理運転により海域へ窒素及びりんが柔軟に供給でき

るよう、下水道業の基準値については国が定めた範囲の上限となるよう見直しを行

うとし、別添の『総量規制基準【最終案】』を取りまとめました。 
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３ 第９次水質総量削減に係る検討状況 

 

（１）水質総量削減制度 

  水質総量削減制度は、東京湾や伊勢湾等の人口、産業の集中等により汚濁が著し

い広域的な閉鎖性海域の水質汚濁を防止するための制度であり、昭和 53 年に「水

質汚濁防止法」の改正により導入されました。 

この制度においては、環境大臣が、化学的酸素要求量（COD）、窒素及びりんの削

減目標量、目標年度等を総量削減基本方針として定め、これに基づき、関係都府県

知事が、削減目標量を達成するための総量削減計画を定めることとされています。 

水質が悪化した伊勢湾においても「きれいさ」を目指して、これまで８次にわた

る汚濁負荷削減対策に取り組んできました。その結果、伊勢湾に流入する汚濁負荷

量は、制度導入当初と比べて半分程度まで減少しています。しかし、近年では、漁

獲量の減少に伴い、海域の「豊かさ」の重要性が指摘されるようになりました。 

令和４年 1月に環境大臣が定めた「化学的酸素要求量、窒素含有量及びりん含有

量に係る総量削減基本方針（伊勢湾）」で、近年の水環境の改善状況と生物生産性の

低下等を考慮し、窒素及びりんの環境基準の達成状況を維持しながら、生物生産に

おいても望ましい水環境改善を図る必要があるとして削減目標量、目標年度等が示

されました。 
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（２） 三重県環境審議会（水質部会）における審議状況 

 環境大臣が定めた総量削減基本方針に基づき、令和６年度を目標年度とする第９

次水質総量削減計画の策定及び総量規制基準の改定を行うため、令和３年 3 月に

三重県環境審議会へ諮問を行い、専門部会を設置し審議を進めてきました。 

４回の部会による審議で、「規制」から「管理」への転換をという方向性を新たに

導入した第 9 次水質総量削減計画及び総量規制基準の最終案を取りまとめました。 

 

①第９次水質総量削減計画（最終案） 

第９次水質総量削減計画（最終案）では、「きれいで豊かな海」の実現に向けて、

窒素及びりんの削減目標量の見直しなど、栄養塩類の減少による生物生産性の低

下を改善するための各種取組を実施していくこととしています。 

 

 

＜主な取り組み＞ 

（i）下水処理場の栄養塩類管理運転の試行 

公的機関が管理する下水処理場において、窒素及びりんを基準の範囲内で

できるだけ多く排出するなどの栄養塩類管理運転を環境生活部、農林水産部

及び県土整備部の３部連携のもと、試行します。 

 

（ⅱ）藻場、干潟及び浅場の保全･再生等の推進 

海域の栄養塩類を湾内の豊かな生物生産に繋げていくため、藻場、干潟及

び浅場を保全するとともに、再生・創出を推進します。 

関係機関と連携し、国等が定期的に実施する藻場・干潟の分布状況に関す

る調査結果を参考に、「伊勢・三河湾海域干潟ビジョン」に基づき、湾内の計

画的な藻場・干潟再生を推進します。また、流域圏で発生する河川堆積土砂

を活用した干潟再生等、関係機関が連携した取組を進めます。 

 

（ⅲ）調査研究の推進と科学的知見の集積 ・活用 

従来の汚濁負荷の「削減」から「水環境管理」への新たな方向性を導入し

た本計画では、総量規制基準の見直しによって起こりうる、海域環境への影

響を詳細に把握する必要があります。特に、下水処理場の栄養塩類管理運転

の詳細な効果の検証については、環境部局、水産部局、下水道部局、大学との

共同で実施し、その結果をもとに、次期計画へフィードバックを行います。

また、その他関連する調査研究の成果についても、環境部局や水産部局等、

関係機関で情報共有を行い、「きれいで豊かな海」の実現に向けた行政施策に

展開していきます。 

 

汚濁負荷量削減の推移 
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②総量規制基準の改定（最終案） 

工場・事業場が一日に排出する汚濁負荷量の許容限度（総量規制基準）につい

ては、令和３年 10 月の環境省告示で示された基準値の範囲内において、業種や

排水量等の区分ごとに次のとおり改定作業を行います。 

〇COD の見直しは行わないこととします。 

〇窒素及びりんは、更なる規制強化となる負荷削減を行わず、窒素及びりんの削

減目標量を生活系の発生源で見直し、下水処理場の栄養塩類管理運転により海

域へ窒素及びりんが柔軟に供給できるよう、下水道業の基準については国が定

めた範囲の上限となるよう見直しを行います。 

 

例）高度処理施設を有する県流域下水処理場（下表の 209C□） 

   ・窒素： 10mg/L（現行） → 20mg/L（改定後） 

   ・りん：  1mg/L（現行） →  2mg/L（改定後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総量規制基準（C値見直し案）

8次 9次（案） 下限 上限 8次 9次（案） 下限 上限

COD

25 30 10 25

30 30 15 25

15 20 10 20

30 35 15 35

3 3 1 2.5

3 3 2 2.5

1 2 1 2

3 5 2 4.5

国の範囲（mg/L）

10　～　30

10　～　20

10　～　35

D　下水道業（高濃度のりんを含有する汚水を多量に受け入れて処理するもの）

209

A　下水道業（日平均排水量30,000㎥以上の事業場の場合に限る。）

B　下水道業（日平均排水量30,000㎥未満の事業場の場合に限る。）

C　下水道業（標準活性汚泥法その他これらと同程度に下水中の窒素を除去で
　　きる方法より高度に下水中の窒素を除去できる方法により下水を処理するも
　　の（高濃度の窒素を含有する汚水を多量に受け入れて処理するものを除く。））

D　下水道業（高濃度の窒素を含有する汚水を多量に受け入れて処理するもの）

Ci （mg/L）

窒素

該当なし

10　～　30

りん 209

A　下水道業（日平均排水量30,000㎥以上の事業場の場合に限る。）

B　下水道業（日平均排水量30,000㎥未満の事業場の場合に限る。）

C　下水道業（標準活性汚泥法その他これらと同程度に下水中のりんを除去でき
　　る方法より高度に下水中のりんを除去できる方法により下水を処理するもの
　　（高濃度のりんを含有する汚水を多量に受け入れて処理するものを除く。））

10　～　20

10　～　35

1　～　2.5

1　～　2.5

項目
項
番
号

業種その他の区分
Co （mg/L） 国の範囲（mg/L）

1　～　2

1　～　4.5

Co　（平成14年9月30日以前に設置） Ci　（平成14年10月1日以降に設置等）

1　～　3

1　～　3

1　～　2

1　～　5

10　～　25

10　～　25
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（３）答申における附帯意見（案） 

 

 水質部会において議論が行われ、計画策定後の取組を継続するための連携体制の整

備と、下水処理場の栄養塩類管理運転の適切な運用の重要性について、以下の 2 項目

を三重県環境審議会答申の附帯意見といたしたい。 

 

１ 「きれいで豊かな伊勢湾」の実現のためには、継続的な取組を進めることが極め

て重要である。環境生活部、農林水産部及び県土整備部等で組織する連絡会議を設

置する等、関係部局の連携強化のための体制を整備し、各種取組の進捗状況の把握

や、効果検証等を継続して行うこと。 

  

２ 下水処理場における栄養塩類管理運転を柔軟に実施することを目的とした総量

規制基準の改定である。関係部局は、単なる基準緩和との誤解が生じないように、

対象事業者に対して十分な説明と指導を行うこと。 
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（４）調査検討の経過 

 令和３年３月１５日   令和２年度第 1 回三重県環境審議会 

               三重県環境審議会への諮問、水質部会の設置 

 令和３年 6 月 ４日    第 1 回水質部会 

・部会長、部会長代理の選出 

・現状の把握共有（制度、経緯、国の方針等） 

・総量削減計画の骨子（方向性）の検討 

令和３年 10 月 28 日   第 2 回水質部会 

・総量削減計画（案）の検討整理 

・総量規制基準（案）の検討整理 

・関係部局の取組施策の共有 

令和４年２月 24 日   第 3 回水質部会 

・総量削減計画（中間案）の検討整理  

・総量規制基準（中間案）の検討整理 

令和４年３月 14 日   令和 3 年度第 1 回環境審議会（書面開催） 

・総量削減計画（中間案）の審議 

・総量規制基準（中間案）の審議 

令和４年３月 25 日   パブリックコメント 

～4 月 25 日       

令和４年６月７日  第４回水質部会 

・総量削減計画（最終案）の審議  

・総量規制基準（最終案）の審議 

令和４年７月７日     令和 4 年度第 1 回三重県環境審議会 

               環境審議会への部会報告 

 

（参考）今後の予定 

 令和 4 年 8 月頃     関係市町からの意見聴取、環境省との協議 

10 月頃     計画等の策定・公表 
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４ 三重県環境審議会 水質部会 委員名簿 

 

氏  名 所 属・役 職 備考 

千葉
ち ば

  賢
さとし

 四日市大学環境情報学部 教授 部会長 

松田
ま つ だ

  治
おさむ

 広島大学 名誉教授 部会長代理 

金子
か ね こ

  聡
さとし

 三重大学大学院工学研究科 教授  

城田
し ろ た

 祐
ゆう

介
すけ

 
四日市地域環境対策協議会 水質部会長 

第一工業製薬株式会社 総括課長 

R03.06 
～R4.01 

高島
たかしま

  徹
とおる

 
四日市地域環境対策協議会 水質部会長 

日本板硝子株式会社 主席技師 
R4.01～ 

                                 五十音順・敬称略 
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R03.3.15 付け諮問文書 
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